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１月は、販売量については、流通部門・製造部門とも減少した。仕入量につ

いては、流通部門では減少、製造部門では変わらなかった。販売価格について

は、流通部門では上昇、製造部門で変わらなかった。仕入価格については、流

通部門・製造部門とも上昇した。１月は、販売量・仕入量の減少が目立ってい

る。 

２月は、販売量・仕入量については、流通部門・製造部門とも変わらずの見

通しとなった。また、販売価格・仕入価格については、流通部門では強含み予

想、製造部門では保ち合いの見通しである。 

３ヵ月後の相場予想は、米材、北洋材（欧州材を含む）、国産材については、

流通部門・製造部門とも強含み予想となった。また、建材も強含み予想である。

前回は、国産材は保ち合い予想であったが、今回はすべての部門で強含み予想

に戻っている。 

２月は地域的なばらつきはあるが、合板不足による受注制限と大工等の不足

で新規建て方が遅れ、プレカット工場の生産は低調となっているが、３月以降

は完工物件も仕上がり出荷が増える見通し。４月以降もハウスメーカー、ビル

ダーは仕事を抱えておりプレカット工場の受注は好調で推移する模様である。 



景況調査 

令和４年１月分集計表    （    ）内は実数                  

〔流通部門〕            モニター数１３１ 回答８９ 回収率６８％ 
当月の状況                           

販 売 量 増加 ９％（ ８） 変わらず５１％（４５）  減少４０％（３５） 
仕 入 量 増加 ８％（ ７） 変わらず５９％（５２）  減少３３％（２９） 
販売価格 上昇２３％（２０） 変わらず６９％（６１）  下降 ８％（ ７） 
仕入価格 上昇２８％（２５） 変わらず６４％（５６）  下降 ８％（ ７） 

来月の見通し 
販 売 量 増加１９％（１７） 変わらず６１％（５４）  減少１９％（１７） 
仕 入 量 増加１６％（１４） 変わらず６８％（６０）  減少１６％（１４） 
販売価格 強含み２６％（２３） 保ち合い６９％（６１） 弱含み ５％（ ４） 
仕入価格 強含み２８％（２５） 保ち合い６５％（５７） 弱含み ７％（ ６） 

 
３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み 

米  材 ３８％（２５） ５０％（３３） １２％（ ８） 
南 洋 材 ３７％（２１） ５６％（３２）   ７％（ ４） 

北洋材（欧州材を含む） ３０％（１９） ５９％（３７） １１％（ ７） 
国 産 材 ２３％（１９） ６９％（５７）    ８％（ ７） 
建  材 ６２％（３７） ３７％（２２）    ２％（ １） 

プレカットの動向 
発注後、加工まで

の待ち時間 
１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 

２３％（１４） ５５％（３３） ２２％（１３） 
〔製造部門〕            モニター数１２６ 回答数９３ 回収率７４％ 
当月の状況 

販 売 量 増加１６％（１５） 変わらず５３％（４９）  減少３１％（２９） 
仕 入 量 増加２０％（１９） 変わらず５１％（４７）  減少２９％（２７） 
販売価格 上昇１４％（１３） 変わらず８１％（７５）  下降 ５％（ ５） 
仕入価格 上昇２８％（２６） 変わらず５８％（５４）  下降１４％（１３） 

来月の見通し 
販 売 量 増加２０％（１９） 変わらず６５％（６０）  減少１５％（１４） 
仕 入 量 増加１６％（１５） 変わらず７０％（６５）  減少１４％（１３） 
販売価格 強含み１４％（１３） 保ち合い８２％（７６） 弱含み ４％（ ４） 
仕入価格 強含み２２％（２０） 保ち合い７１％（６６） 弱含み ８％（ ７） 

 
３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み 

米  材 ５６％（１９） ３２％（１１） １２％（ ４） 
南 洋 材 ３３％（ ８） ５４％（１３） １３％（ ３） 

北洋材（欧州材を含む） ４４％（１４） ３４％（１１） ２２％（ ７） 
国 産 材 ３４％（３０） ４６％（４０） ２０％（１７） 

プレカットの動向   
受注後、加工まで

の待ち時間 
１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 

２３％（ ９） ５０％（２０） ２８％（１１） 


